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オープンコースウェアの現状と展望
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サイエンティフィック・システム研究会

サイエンティフィック・システム研究会

オープンコースウェア（OCW)とは？

• MIT（米国、Massachusetts Institute of Technology）が2001年に開始し
た、「大学の正規に提供された講義情報のインターネットでの無償公開」 
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オープンコースウェア（OCW)とは？

サイエンティフィック・システム研究会

オープンコースウェア（OCW)とは？

• 公開情報の定義
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サイエンティフィック・システム研究会

OCWの歴史と公開コース数

2004 2005 2006

2003.9 MIT 
OCW 正式開始
（500コース） 日本でのOCW

ワークショップ
（第1回）

JOCW 拡大（9
大学）

OCW 
Consortium
established

JOCW コンソー
シアム設立

2002.9

MIT OCW
パイロットサイト
（50コース）

JOCW 連絡会
発足（6大学）

サイエンティフィック・システム研究会

会員数
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正会員
准会員
賛助会員

慶應義塾
東大
京大
阪大
東工大
早大

北大
名大
九大

関西
京都精華
女子栄養
同志社
筑波
徳島
明治
立命館
立命館アジア太平洋

AVCC
CCC-TIES
CCJP
ｅＬＣ

NIME

国連大学
ICU

朝日新聞社
東京電機大学出版
NTTレゾナント
メディアサイト
シーディーネットワークス
メディアリンク
デジタルナレッジ
内田洋行
NTTドコモ
キャスタリア
グローバルコモンズ

現在(08.7.31)の会員数：37団体（21大学、５NPO、11企業）



会則より第5条 （会員の種類）
本会には正会員、准会員、賛助会員をおく。
正会員：本会は学校教育法第5章で定められた大学等であって、本会の
目的（第3条）に賛同し、機関全体の正式な意思決定手順を経てオー
プンコースウェアの活動を開始することを決定した機関を正会員とす
る。

准会員：オープンコースウェア活動の援助・普及に大きく関わる非営利
機関であって、本会の目的（第3 条）に賛同し、機関内の正式な意思
決定の手順を経た機関を准会員とする

賛助会員：オープンコースウェア活動の援助・普及に大きく関わる機関
であって、本会の目的（第3条）に賛同し、機関内の正式な意思決定
の手順を経た機関を賛助会員とする。

サイエンティフィック・システム研究会

会員規定

正会員：10コース以上のOCW提供
コース提供は英語に必ずしも拘らない
JOCWサイトからのリンクおよび各種機能・ノウハウの提供

賛助会員：OCW活動の真摯なサポート
会費
正会員：年額 2 万円 

準会員：年額 2 万円 

賛助会員：年額 ５万円

サイエンティフィック・システム研究会

会員としての義務と権利
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全OCWサイトへの訪問者数推移
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OCWサイト訪問者数：各大学の比較
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サイエンティフィック・システム研究会

国内ＯＣＷコース横断検索
• OCW会員大学での講義の横断検索をコンソーシアムサイ
ト（www.jocw.jp)で提供



サイエンティフィック・システム研究会

国内ＯＣＷコース横断検索

• ・JOCW会員大学（現在13->20）での講義
の横断検索をコンソーシアムサイト
（www.jocw.jp)で提供開始

サイエンティフィック・システム研究会
JOCW映像
共有サイト



サイエンティフィック・システム研究会
JOCW映像
共有サイト

サイエンティフィック・システム研究会

世界のOCW
• 国際コンソーシアム：組織自立化(2008.4）

1.19カ国、130機関の参加
2.規約整備、役員体制　１０人の理事選出

Institutional Board Representatives
　Two Years:
•Stephen Carson - MIT (United States) 
•Yoshimi Fukuhara - Keio University (Japan) 
•Andy Lane - The Open University (United Kingdom) 
•Phillip Schmidt - University of Western Cape (South Africa) 
　One Year:
•Meena Hwang - Korea University (Republic of Korea) 
•Jesus Arriaga - Universidad Politecnica de Madrid (Spain) 
•Jose Escamilla - Technologico de Monterrey (Mexico) 
•Anka Mulder - Delft University of Technology (Netherlands) 
Affiliate Board Representatives
•Brandon Muramatsu - Center for Open and Sustainable Learning (United States) 
•Fun-Den Wang - China Open Resources for Education (China) 



サイエンティフィック・システム研究会

OCW全世界公開コース数の推移

サイエンティフィック・システム研究会

各国の組織的なOCWへの取り組み

•中国
-CORE(China Open Resourses for Education

•スペイン
-Universia

•韓国
-KOCWC

•台湾
•ベトナム
•インドネシア など



サイエンティフィック・システム研究会

問2　あなたは、社会人になってから、研修や通信教育、スクール等で自ら進
んで学習機会を得たことがありますか

「大学のオープン化」インターネットリサーチ結果（抜粋）
（実施時期：2006.12, 2007.12　調査人数各1000人）
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現在行っている
過去に行ったことがある
これから行いたいと思っている
過去に行ったことはなく、これからも意向はない
まだ社会人になっていない 

サイエンティフィック・システム研究会

「大学のオープン化」インターネットリサーチ結果（抜粋）
（実施時期：2006.12, 2007.12　調査人数各1000人）

問3　各大学で行われている講義内容をインターネット上で公開することについてど
のように思いますか（単位や学位には関与せず、非営利的な目的を前提とします）
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あまり良いと思わない 
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サイエンティフィック・システム研究会

問4　各大学がそれぞれの講義内容を公開することに、どのような社会的メリットがあると思
いますか

大学のオープン化

各大学の情報共有

各大学の競争促進

大学に対して社会的な関心が高まる

複数の大学の講義内容が比較できる

ひとつの分野を、多面的に学習できる

復習として利用できる

学術振興に役立つ

日本の教育水準の向上

生涯教育の促進

その他

メリットはない

0% 15% 30% 45% 60%
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44.00%
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58.30%

2007年12月
2006年12月

「大学のオープン化」インターネットリサーチ結果（抜粋）
（実施時期：2006.12, 2007.12　調査人数各1000人）

サイエンティフィック・システム研究会

問5　講義内容を公開する大学は、どのような規模で必要と思いますか

「大学のオープン化」インターネットリサーチ結果（抜粋）
（実施時期：2006.12, 2007.12　調査人数各1000人）
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65% 3%

14%
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問6　インターネット上で様々な大学の講義内容が見られるサイトがあった場合、あ
なたご自身は利用したいと思いますか

23%

60%

13%
3%

2007.122006.12

「大学のオープン化」インターネットリサーチ結果（抜粋）
（実施時期：2006.12, 2007.12　調査人数各1000人）
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サイエンティフィック・システム研究会

過去に受講した講義の復習として

自主学習の補完的材料として

現在、勉強したいテーマを抱えている

趣味や教養のため

資格取得、キャリアアップのため

好奇心から

その他
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問7　どのような目的で、利用したいと思いますか

「大学のオープン化」インターネットリサーチ結果（抜粋）
（実施時期：2006.12, 2007.12　調査人数各1000人）



サイエンティフィック・システム研究会

問12　インターネットで大学の講義を見る場合、どのような素材がほしいと思いますか

講義ノート、資料

講義録

音声（講義テープ等）

映像（講義ビデオ等）

コミュニケーションツール

その他

0% 20% 40% 60% 80%

0.80%

18.70%

56.67%

26.57%

31.01%

68.53%

0.83%

16.45%

57.33%

24.20%

30.99%

70.08%
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「大学のオープン化」インターネットリサーチ結果（抜粋）
（実施時期：2006.12, 2007.12　調査人数各1000人）

サイエンティフィック・システム研究会

問15　以下の大学がネット上で講義を公開していることをご存知ですか

「大学のオープン化」インターネットリサーチ結果（抜粋）
（実施時期：2006.12, 2007.12　調査人数各1000人）
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78%

21%
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一部の大学について知っていた
知らなかった

2007.12
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慶應義塾OCW

• 文系学部の専門科目か
ら公開

• 日英同時公開から開始
• 最近のトピックス

– 映像配信
– Podcasting
– 150年記念事業関連映
像の公開

Sub-goal of 2007
Monthly visitors：50000

Monthly download：2.0TB

Monthly access：140,000

Statistics of Keio OCW site
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サイエンティフィック・システム研究会

Opening up special lectures to iTunes

サイエンティフィック・システム研究会

Opening up Keio OCW to iTunes



サイエンティフィック・システム研究会

慶應義塾OCWサイトへのアクセス
1 Japan

2 Network

3 Unresolved/Unknown

4 US Commercial

5 China

6 Sweden

7 US Educational

8 United Kingdom

9 India

10 Australia

11 Taiwan

12 Peru

13 Italy

14 Viet Nam

15 Pakistan

16 Germany

17 Hong Kong

18 Non-Profit 
Organization

19 France

20 Mexico

2008.4　１ヶ月のデータ

サイエンティフィック・システム研究会

Special site for annotationable movies



サイエンティフィック・システム研究会

Special site for annotationable movies

・Memo can be 

added in anyplace
・Sharable among 

learners
・Available for

 ipod/iPhone

サイエンティフィック・システム研究会

OCW with fusen

Learners
  in distance

Interaction among learners via fusen and accumulation of fusen as learning portfolios

University's OCW site

Classroom

University

Keio Opencourseware Channel >>>



サイエンティフィック・システム研究会

Short tour on iPhone

サイエンティフィック・システム研究会

Demo movie



サイエンティフィック・システム研究会

OCWの意義と効果
• 提供側（大学）にとっての意義

1. 知識の世紀における大学の中長期的な社会的使命としての情報(知識)発信 

2. 教育のデジタル化推進の牽引役（教員の意識改革推進）
3. 広報的価値（大学内容そのものの公開＝正しい理解）
4. 講義自体の質的な改善 

• 利用する側にとっての意義
1. 社会人に対する効率的・効果的な学習機会提供手段
2. 受験生・留学希望者にとって、実際の講義内容の日常的な確認手段の提

供

3. 教育者にとって高価値・信頼性の高い教育素材の提供 

サイエンティフィック・システム研究会
OCWとe-Learningの連携
（縦方向の付加価値）

大学の既存知財
（講義） 講義実体

戦略性に基づきデジタル化＋構造化＋権利処理

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

市場性・社会のニーズ

他大学
高校

発展途上国

OCW国際
コンソーシアム

日本OCW
コンソーシアム

あまねく
学習機会
を提供

通信教育／リメディアル教育

知識ポート
フォリオ
（学習履歴）

社会人等の
継続専門教育
（知的付加
価値向上）

・

Projector教育サポート

講義ノート

定期テスト
課題

地域との連携による

社会人教育／生涯教育

OCW

e-Learning
教材

家庭

メタデータメタデータメタデータ

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

メタデータ
メタデータ メタデータ

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト



サイエンティフィック・システム研究会組織的OCWの活用
（横方向の付加価値）

大学の既存知財
（講義）

講義実体

講義ノート

定期テスト
課題

各大学
OCW

Global
OCW

講義実体

講義ノート

定期テスト
課題

領域毎の検索
テーマ毎の検索

学際的教育・
研究の促進

同一領域の
質的向上

A大学 Z大学

A大学OCW B大学OCW

メタデータメタデータ メタデータ メタデータ

メタデータメタデータ
メタデータ

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

メタデータメタデータ
メタデータ

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体
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サイエンティフィック・システム研究会

課題

• 対内・外認知の拡大
• 財政的基盤確立
• 知的所有権処理の効率化
• コンテンツ作成・流通・管理基盤整備
• 国際交流の拡大


